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【教育目標】『三春に暮らす生徒一人ひとりに、将来に対して喜びと生きがいのある人生を主体的に創造する力を育み、地域に信頼され、ひいては、国際社会に貢献できる人材を育てる』

【次の生徒会は１・２年生に託します！ ～生徒会常任委員会開催～】
１０月２９日（月）に、生徒会の常任委員会がありました。今回は、これまでがんばってみんなを

リードしてきた３年生から、１・２年生へのバトンタッチの機会でもありました。
先の文化祭『ＨＡＲＵ ＦＥＳ』は、まさに、生徒中心の活動でしたが、その『ＨＡＲＵ ＦＥＳ』

も『特別活動』という学習の一環でもありました。特別活動は、学級活動、生徒会活動、学校行事の
３つで構成されています。現行の学習指導要領では、学習指導要領第５章第１「目標」に、「望まし
い集団活動を通して、心身の調和のとれた発達と個性の伸長を図り、集団や社会の一員としてよりよ
い生活や人間関係を築こうとする自主的、実践的な態度を育てるとともに、人間としての生き方につ
いての自覚を深め、自己を生かす能力を養う。」とあり、第５章第２〔生徒会活動〕１「目標」には、
「生徒会活動を通して、望ましい人間関係を形成し、集団や社会の一員としてよりよい学校生活づく
りに参画し、協力して諸問題を解決しようとする自主的、実践的な態度を育てる。」とあります。
みんなとともに活動することで、心も体もバランスよく成長し、個性を伸ばしながら、集団・社会

の一員として課題を解決
しながら、生き生きと生
きていける力を身につけ
るということだと思いま
す。３年生から引き継い
だ三春中学校の生徒会。
次なる主役は、そう、１
・２年生です。

【私立高校・入試制度説明会開催！ ～自らの進むべき道をひたむきに、こころ豊かに。～】
１０月２５日（木）には、２・３年生とその保護者のみなさんを対象に、私立高校・県立高校入試

制度説明会を行いました。
４校の私立高校の先生から、それぞれの私立高校の特長等について説明いただき、３年生は、１０

月末からの三者面談や進路選択のための大切な情報を得る機会となりました。２年生には、あっとい
う間にやってくる受験を控え、日々の繰り返しと積み重ねとして、今から、何に、どのように取り組
んでいけばいいのかについて考える機会としてほしいと思います。
先日、文化祭の折にお話した、先端技術をあらゆる産業や社会生活に取り入れ、イノベーション（技

術革新）により、誰もが快適で活力に満ちた質の高い生活を送ることができる人間中心の社会「Ｓｏ
ｃｉｅｔｙ（ソサエティ）５．０」に生きる生徒のみなさんです。そんな未来像や自分像を念頭に、
自分はどんな進路を選ぶかについて考えるよう働きかけをよろしくお願いします。

三春中学校だより



【初日からありがとうございます！ ～ＰＴＡ親善球技大会の練習で汗を流しました。～】
１０月２９日（月）は、１１月４日（日）に開催されるＰＴＡ親善球技大会の練習会初日でした。

平日の夜７時という時間にもかかわらず、多くの保護者のみなさんの参加をいただき、交流・親善を
目的とした練習会が始まりました。ＰＴＡ厚生委員長さんからごあいさつをいただいた後、ラジオ体
操の音楽を口で鳴らしながら全員でラジオ体操をしました。その後、学年ごとにコートに分かれてバ
レーボール開始。本校若手職員も一緒に、和やかに練習に取り組み、交流が図られていました。
１１月４日（日）当日は、この練習の成果が遺憾なく発揮され、けがなく大会が進むことを切に願

います。楽しみにしています。

【４小学校の学習発表会に参加させていただきました！～すばらしく、楽しかったです。～】
１０月２７日（土）は、御木

沢、沢石、中郷、中妻の各小学
校の学習発表会の日でした。そ
れぞれに、「ふれあい発表会」「カ
ルチャーフェスタ２０１８」「か
がやけ！さくらっ子まつり」「秋
の発表会」とその呼び名が表す
ように、各小学校の特色が現れ
たすばらしい、楽しい発表会で
した。
御木沢小学校で拝見したのは、

『レッツゴー！「２０２０」』と
いうショートストーリー劇で、
２０２０年のオリンピックを見
据えて、体育との関連で構成さ
れ、つなぎにはひげダンスを取
り入れたおもしろい展開でした。
沢石小学校では、２年生の『そ
して魔法にかかったら☆』とい
う劇で、大道具、小道具、音楽、
衣装が充実し、聴衆を感動させ
るさまざまな工夫が印象的でし
た。中郷小学校では、３・４年生による『「かえるの合唱」インザワールド』という合奏と『中郷の
水環境』という研究発表を拝見しました。世界各国の音楽の特長を学び、「かえるの歌」をアレンジ
しての聴き応えのある演奏となっていました。また、研究発表では、中郷小学校周辺の河川に生息す
る水生生物の調査を実施し、２４年度からの比較を通して、中郷地区の環境の変化や特性が理解でき
ました。しかも、全員暗記での発表でした。最後の中妻小学校では、６年生の劇「導く女たち」とフ
ィナーレを拝見しました。劇では、歴史上の女性「卑弥呼」「山本八重」「市川房枝」「マザーテレサ」
の４人の女性を取り上げ、それぞれの女性の言動から、６年生が学び、感じたことを劇にしていまし
た。よりよく生きていきたいという６年生の思いが強く伝わってきました。フィナーレも含め、ステ
ージから飛び出し、体育館中をステージにするという演出も新鮮でした。
いずれの学習発表会もとても高いレベルでの発表であり、そのようにして各小学校において学び、

育てられた子どもたちを引き継ぐ中学校も、それなりの覚悟とレベルで小学校の学習の成果をさらに
高め、磨いていかなければならないと身の引き締まる思いもいたしました。
すばらしい発表会にお招きいただいたことに感謝の意を込めてご紹介いたします。

【避難訓練を実施しました！～自らの判断でスムーズに、安全に～】
１０月３０日（火）のお昼休み、突然、避難訓練の非常ベルが校舎に鳴

り響きました。思い思いにお昼休みを過ごしていた三春中生ですので、そ
の居場所もさまざまでした。そこは、『探究』の精神を学ぶ三春中ですから、
放送をよく聞き、災害元から身を遠ざけつつ、助け合いながら避難すると
いう『真理・原則』を理解し、３分２７秒で校庭に整列・人員点呼・報告
を完了！いつもよりも早い状況でした。すばらしい判断力と行動力でした。


